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事�

わ�

た�

し�

も�

ひ�

と�

こ�

と�私�

�

▲�▲�

▲�

の�

おすすめ�

　
鶴
山
ブ
ロ
ッ
ク
と
北
陵
ブ

ロ
ッ
ク
の
境
目
で
見
逃
さ
れ

て
い
た
総
社
地
区
。
不
審
者

情
報
が
多
か
っ
た
中
、
こ
の

地
区
で
む
ご
い
事
件
が
起
こ

っ
た
こ
と
は
耐
え
が
た
い
衝

撃
で
す
。�

　
総
社
交
番
が
な
く
な
り
、

か
ぐ
ら
お
交
番
が
エ
リ
ア
を

広
げ
多
く
の
警
察
官
の
配
備

が
あ
る
と
確
信
し
て
い
た
の�

に
、
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

地
区
の
地
理
を
十
分
考
慮
し

た
う
え
、
目
立
つ
場
所
に�

「
監
視
の
目
」
が
あ
る
こ
と

を
不
審
者
に
ア
ピ
ー
ル
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
た
と

え
ば
、
高
速
道
路
に
横
長
の

垂
れ
幕
な
ど
を
設
置
し
て�

「
見
て
い
る
よ
　
あ
な
た
の

姿
　
子
ど
も
の
目
」
な
ど
、

ド
キ
ッ
と
す
る
よ
う
な
標
語

で
訴
え
る
。
不
審
者
だ
け
で

な
く
、
地
域
の
人
へ
の
啓
発
。

夕
方
時
の
人
気
の
な
い
場
所

で
の
パ
ト
ロ
ー
ル
。
こ
の
よ

う
な
対
策
を
切
に
お
願
い
し

ま
す
。
そ
し
て
亡
く
な
っ
た

女
の
子
の
無
念
を
早
く
晴
ら

し
て
く
だ
さ
い
。
今
後
の
私

た
ち
大
人
の
行
動
、
そ
し
て
、

お
友
だ
ち
の
成
長
を
ず
っ
と

そ
ば
で
見
て
い
る
気
が
し
ま�

す
。�

　
今
は
、
親
と
し
て
わ
が
子

を
守
る
の
に
倒
れ
そ
う
な
毎

日
で
す
。
警
察
の
底
力
で
事

件
解
決
が
で
き
る
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

　
北
小
学
校
で
は
、
東
京
の

古
千
谷
小
学
校
の
保
護
者
か

ら
「
防
犯
ベ
ル
携
帯
中
」
の

シ
ー
ル
を
無
償
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
角
度

か
ら
危
険
が
回
避
で
き
る
よ

う
に
市
民
全
体
と
し
て
も
考

え
る
時
期
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。（
山
北
・
女
性
）�

　
今
回
の
事
件
は
市
と
し
て�

も
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
安

全
に
安
心
し
て
生
活
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い

た
中
で
の
こ
と
で
、
大
き
な

衝
撃
を
受
け
る
と
と
も
に
た

い
へ
ん
残
念
に
思
っ
て
い
ま�

す
。
故
人
の
ご
め
い
福
と
事

件
の
１
日
も
早
い
解
決
を
願

っ
て
や
み
ま
せ
ん
。�

　
事
件
発
生
後
、
保
護
者
の

み
な
さ
ん
が
児
童
の
登
下
校

時
の
付
き
添
い
な
ど
保
護
活

動
に
取
り
組
ま
れ
る
中
、
市

と
し
て
も
教
育
委
員
会
な
ど

と
協
力
し
な
が
ら
、
職
員
に

よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど�

で
、
地
域
の
人
の
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。�

　
犯
罪
防
止
の
た
め
に
は
、

町
内
会
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
自
主
的
な
取
り
組
み

が
大
き
な
効
果
を
発
揮
し
ま

す
の
で
、
各
町
内
会
へ
防
犯

活
動
の
取
り
組
み
強
化
の
お

願
い
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
結
成
を
め

ざ
し
準
備
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
今
後
も
地
域
と
連

携
し
な
が
ら
、
必
要
な
対
策

を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

市
環
境
生
活
課�

件
の
解
決
と�

安
心
・
安
全

の
ま
ち
を�

わ�

た�

し�

も�

ひ�

と�

こ�

と�私�

　お便りには必ず住所、氏名、年齢、学校・学年、電話番号を記入してください。 ファクス25-0263、�
インターネット目安箱 meya su@city.tsuyama.okayama.jpでの応募も受け付けています。�
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ペ
ン
ネ
ー
ム
・
く
り
太
朗�

（
小
学
６
年
・
高
野
本
郷
）�

　
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
ブ
ル
ー�

（
小
学
６
年
・
高
野
本
郷
）�

▲�

▲�

　
ペ
ン
ネ
ー
ム
・�

　
ス
ク
リ
ー
ン
ト
ー
ン�

（
小
学
５
年
・
林
田
）�

　
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
ク
マ
ク
ー�

（
中
学
１
年
・
椿
高
下
）�

　
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
ス
イ
カ
だ
ん
ご�

（
小
学
６
年
・
高
野
本
郷
）�

▲�

　
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
桐
生
ち
は
る�

（
小
学
６
年
・
小
田
中
）�

●高校生まで●色は白黒。サインペンなどでかく�

  （鉛筆・ボールペンはダメ）●テーマは自由�

●採用分には記念品を差し上げます�

●はがきの表に住所・名前・学年（年齢）を書く�

●ペンネームもOKです●敬称略�

こうこうせい� いろ�しろくろ�

えんぴつ� じゆう�

さいようぶん�

おもて� か�じゅうしょ    なまえ     がくねん  ねんれい�

きねんひん� さ� あ�
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の�

池上　尚見さん（上河原）�津山奇術同好会　会長�

第１回津山マジックフェスティバル�

おすおすすめすめ�

し
か
っ
た�

さ
ん
・
さ
ん

祭
り�

●
ご
意
見
、
ク
イ
ズ
、
イ

ラ
ス
ト
は
左
の
あ
て
先
へ

ど
う
ぞ
。
見
本
の
と
お
り

に
書
く
だ
け
で
着
き
ま
す
。

イ
ラ
ス
ト
以
外
は
フ
ァ
ク

ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
応
募

で
き
ま
す�

�

POST  CARD

7 0 8 8 5 0 1

津
山
市
役
所�

行
政
広
報
室
行�

私�

広�報�ク�イ�ズ�

▲�

　
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
な
つ
み�

（
小
学
５
年
・
二
宮
）�

▲�

　
上
山
　
大
き�

（
小
学
３
年
・
上
横
野
）�

▲�

　
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
桜�

（
小
学
６
年
・
東
一
宮
）�

▲�

　
奥
　
明
香
里�

（
６
歳
・
紫
保
井
）�

▲�

　
奥
　
沙
保
里�

（
小
学
２
年
・
紫
保
井
）�

▲�

　
森
　
遥
香�

（
小
学
１
年
・
一
方
）�

広報つやま創刊号は、昭和何年何月に発
行された？�

　　　　答えのほかに必ず、日ごろ感じていること、記事
の感想、市政に対する要望など、何でも書き添えてください。
（広報紙やホームページなどに匿名で紹介させていただき
ます）正解者の中から抽選で５人に図書券を贈ります。�

問�

応募方法�

11月10日（水）当日消印有効締め切り�

広報つやま12月号発　　表�

応募21人、正解21人

大林　越子さん、奥山　恵美子さん、河野　篤子さん、�
高松　真由美さん、神谷　優子さん�

８月号当選者�

9月19日８月号の正解�

人�人�いきいき�

津山の�人�
美作大学留学生� 朴　美露さん（沼）�

パク　　ミ　ロ�

　津山に住み始めて約１年半。現在、福祉環境デザ
イン学科の４年生です。ソウル出身で、韓国では建
築を学んだ後、設計事務所や建築現場で働いていま
した。でも、もっと建築の勉強がしたくて、また高
校のときからの留学の夢を果たしたくて、平成12年
に来日。九州で２年間日本語を勉強し、その後津山
に来て念願の福祉建築の勉強をしています。
　津山は緑が多くて落ち着いた雰囲気のいいまちだ
と思います。九州での知り合いは韓国人が多かった
のですが、こちらに来てからは、日本人の友だちや
知り合いが増え、楽しく過ごしています。このごろは、
韓国ドラマがブームになり、韓国のことを尋ねられ
る機会も増えてうれしく感じています。
　姉が韓国でインテリアの仕事をしているので、い
つかいっしょに事務所を持つことが夢です。津山に
いるのも卒業までの数か月となりましたが、悔いの
ないようにしっかり勉強したいと思っています。

「第１回津山マジックフェスティバル」は10月23日（土）
午後３時から津山文化センターで開催します。入場
料は大人500円、小学生300円（当日は200円高）。
お問い合わせは、322-6504（池上さん）へどうぞ。�

　
さ
ん
・
さ
ん
祭
り
の
展
示

を
夫
と
い
っ
し
ょ
に
見
に
行

き
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
文

化
活
動
が
あ
る
こ
と
に
驚
き
、

時
間
を
忘
れ
て
見
入
り
ま
し�

た
。
写
真
か
と
見
間
違
う
く

ら
い
て
い
ね
い
に
仕
上
げ
ら

れ
て
い
る
ち
ぎ
り
絵
、
美
し

い
水
墨
画
、
み
ず
み
ず
し
く

か
わ
い
ら
し
い
押
し
花
や
パ

ン
フ
ラ
ワ
ー
…
。
ほ
か
に
も

制
作
方
法
の
予
測
も
つ
か
な

い
よ
う
な
作
品
も
あ
り
感
心

し
ま
し
た
。
２
人
で
「
自
分

も
始
め
た
く
な
っ
た
」
と
話

し
な
が
ら
帰
途
に
つ
い
た
楽

し
い
日
で
し
た
。
（
東
一
宮
・

女
性
）�

　津山奇術同好会は、津山市近郊のマジック愛好者
で結成したボランティアグループです。会員は、小
学生から70代までの31人。毎月、学習会や定例会を
開き、マジックの練習や情報交換を行い、技術の向
上に努めています。
　マジックの魅力は、何といっても人を驚かせたう
えに喜んでもらえるところでしょうか。マジックを
自分たちで考案するのもおもしろいですね。福祉施
設のほか学校や幼稚園、各種イベントなどさまざま
な場所で公演をしています。
　10月23日には、会結成10周年と築城400年を記念
して「第１回津山マジックフェスティバル」を開催
します。プロとは違った、地元の会員による手づく
りの味わいのあるマジックショーです。どうぞ楽し
みにお越しください。

�


